
整理番号 （完了年－連番、例：27－1、27－2、28－1）

局

キーワード

課題名

開発期間

(目的）

（施業経過）

伐採方法 面積(ha） 間伐材積率(%)間伐本数率(%) 間伐実績

定性 0.44 31 37 H2列状

列状＋定性 0.58 31 36 H2列状

列状 0.54 27 26 H2列状

列状＋定性 0.32 25 34 H3列状、H14定性

定性 0.69 25 35 H3列状、H14定性

列状 0.24 21 25

（調査経過）

H23年度

H24年度 コスト・功程調査、相対照度調査(間伐前)

H25年度 林況変化の把握、相対照度測定

（調査結果）

（まとめ）

⑤入開山国有林
589ち林小班

平成２３年度～平成２５年度

技術開発課題の成果整理シート

25－10

近畿中国

定性間伐、列状間伐、作業工程

搬出間伐促進のための林業技術開発(搬出間伐促進マニュアルの作成)

入開山国有林589る林小班（42年生）及び589ち林小班（51年生）に試
験地設定、立木位置調査

概要

実証結果

定性間伐と列状間伐を組み合わせた施業の方法を確立するとともに、将来林分像を
森林所有者等に提示することにより、地域の搬出間伐率(20％)の倍増の実現を目指
す。

試験地

伐倒作業（1時間当りの伐倒本数）定性区＜定性区＋列状区＜列状区

集材作業（1時間当りの集材本数）定性区≒定性区＋列状区＜列状区

伐倒・集材作業共に列状区での功程が良かった。
今後は、課題番号35「列状間伐施業における林況変化と経営的評価試
験」へ統合し、同課題の結果とあわせて活きた搬出間伐促進マニュアル
を作成する。

間伐の実施(平成24年度）

⑥入開山国有林
589ち林小班

①入開山国有林
589る林小班

②入開山国有林
589る林小班

③入開山国有林
589る林小班

④入開山国有林
589ち林小班



○H２４年度搬出間伐実行前後の試験地別現況
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